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研究要旨 

 TSH分泌異常症(TSH分泌亢進症・TSH分泌低下症)の診療ガイドラインを作成した。また、難病プラットフォ

ームの雛形を用いて作成したTSH分泌異常症のレジストリに患者登録を行った。 

 

A. 研究目的 

TSH分泌異常症(TSH分泌亢進症・TSH分泌低下症)の

診療に資する診断ガイドラインおよび疾患レジス

トリを策定する。 

 

B. 研究方法 

TSH分泌異常症(TSH分泌亢進症・TSH分泌低下症)の

診療ガイドラインを作成するとともに、難病プラ

ットフォームの雛形を用いて作成したTSH分泌異常

症のレジストリに患者登録を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

特記すべき事項なし 

 

C. 研究結果 

 TSH分泌異常症について下垂体性TSH分泌亢進症

に関して診療ガイドラインを作成し、Minds事務局

及び外部委員の評価を受けた後に日本内分泌学会

に提出した。また、作成したTSH分泌異常症のレジ

ストリに患者登録を行った。 

 

D. 考察 

TSH分泌異常症の診療ガイドラインの改定に資する

診療ガイドラインを作成することができた。ま

た、新たなエビデンス創出につながる疾患レジス

トリの拡張に向け、患者登録を行うことができ

た。 
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E. 結論 

下垂体性TSH分泌異常症の診療ガイドラインを作成

するとともに、疾患レジストリへの患者登録を行

った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

  該当なし 

 2. 実用新案登録 

 該当なし 

 3.その他 

該当なし 

 


